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スピードアップか利便性か、 
利用者の立場で競合路線を比較検証！ 

『令和最新版！ ライバル鉄道徹底研究』を発刊 

 

 

 

インプレスグループで鉄道・旅・歴史メディア事業を展開する株式会社天夢人（本社：東京都千

代田区、代表取締役社長：勝峰富雄）は、2022年 7月 15日に、『令和最新版！ ライバル鉄道

徹底研究』（川島令三・著）を刊行いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

並行するライバル路線の関係はどう変化したか。30年の時を経てふたたび検証！  

 かつて、並行する競合区間では、できるだけ速く走らせるのが正攻法だと考えられていましたが、現

在ではスピードよりも利便性を優先する方策が進められるようになりました。また、鉄道の技術・サービ

スの向上や、乗客のニーズとともに、競争から「協調」へと変化した競合路線もありました。 

本書のベースとなっているのは 1992年７月に刊行された同著者による『「ライバル鉄道」徹底研究』

です。出版から 30年、ライバル鉄道の関係をあらためて検証します。 

  



■豊富な資料でライバル鉄道を徹底検証！ 

 現在、「便利になったが遅くなった」といわれながらも乗客増につながったのはなぜか。 

スピードアップから利便性へ、30年間の動きを解説。所要時間や運賃・サービスなど、豊富な

資料で多角的に競合路線を検証します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所要時間や料金など、豊富な資料でライバル鉄道を比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

著者による想定ダイヤで改良を提案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サービスのひとつである車両そのものも、どのように変化したか写真で紹介 
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【おとなの鉄学シリーズ】 

 

「おとなの鉄学」は、 

さまざまな視点から鉄道を考え、 

鉄道趣味を豊かにするシリーズです。 

 

  



 

【書誌情報】 

書名：令和最新版！ ライバル鉄道徹底研究 

仕様：A5判 256ページ 

定価：2200円（税込） 

発売日：2022年 7月 15日 

 

全国書店、オンライン書店の Amazonなどで発売中。 

https://amzn.to/3he569R 
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チャーをテーマとした雑誌や書籍を発行し、人生を豊かにするための情報を発信しています。 
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【本件に関するお問合せ先】 

 

株式会社天夢人   担当：揚野 

Tel: 03-6837-4680 / E-mail: info@temjin-g.co.jp 

URL：https://www.temjin-g.co.jp/ 

 

 


